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今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

・山鳥坂ダム事業につしヽて•• •…………… 2 
•新しくなったホームページ………...… 4
．嘱託職員募集.................................9 

●森林組合だより

• 森林の区分化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

●公民館報

• 第54回肱JII町成人式..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

・文化芸能発表会のお知らせ……………16

●社協だより

．歳末たすけあしヽ募金報告…………...…18

町民の動き

人口… 3,180人(-2) 

男 … 1,526人(-6) 

女 … 1,654人(+4) 

世帯数
…1,092世帯(+2) 

（平成14年1月31日現在）

今
年
の
新
成
人
が
生
ま
れ
る

19
年
前
の
昭
和
37
年
に
、
吉
永
小
百
合

と
橋
幸
夫
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
ヒ
ッ
ト
し
た
「
い
つ
で
も
夢
を
」
が
今
年

に
な
っ
て
、
原
由
子
の
声
で
テ
レ
ビ
の

C
M
曲
と
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
大
人
に
な
っ
て
も
そ
の
夢
が

か
な
う
と
信
じ
続
け
る
こ
と
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
で
も
夢
を
、

続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

い
つ
ま
で
も
希
望
を
持
ち

ゞ
っにゃさ
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山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
に
つ
い

て
は
、
昨
年
5
月
17
日
に
国

土
交
通
省
か
ら
山
鳥
坂
ダ
ム

（
建
設
分
水
）
対
策
協
議
会

[
肱
川
流
域
の
組
織
]
と
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会

（
中
予
三
市
五
町
の
組
織
）

に
対
し
て
計
画
見
直
し
案
が

提
ホ
さ
れ
ま
し
た
。

流
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
意
見
を
集
約
し
、

8
月
9
日
の
流
域
対
策
協
議

会
総
会
に
お
い
て
、
構
成
市

町
村
の
創
意
と
し
て
「
見
直

し
案
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ

る
」
と
し
て
評
価
し
、
見
直

し
案
の
受
け
入
れ
を
決
定
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム

建
設
推
進
協
議
会
で
は
、
計

画
見
直
し
案
に
対
す
る
懸
念

事
項

6
項
目
を
ま
と
め
、
全

て
の
懸
念
が
解
消
さ
れ
な
い

限
り
事
業
推
進
は
困
難
で
あ

る
と
し
て
、
事
実
上
、
見
直

匿

し
案
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
土
交

通
省
は
中
予
側
か
ら
出
さ
れ

た
6
項
目
の
懸
念
事
項
に
対

す
る
回
答
を
出
し
て
協
議
を

重
ね
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
懸
念
解
消
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

10
月
29
且
、
山
鳥
坂
ダ
ム

建
設
推
進
協
議
会
は
臨
時
総

会
を
開
い
て
協
議
の
結
果

「
懸
念
が
解
消
で
き
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
見
直
し
案
で

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
は
困

難
」
と
し
て
見
直
し
案
の
受

け
入
れ
を
事
実
上
拒
否
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
会
長
の
中
村
時
広
松

山
市
長
ら
代
表
が
11
月
1
日、

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
を
訪
れ
、
見
直
し
案
に
対

す
る
受
け
人
れ
拒
否
の
回
答

を
正
式
に
伝
え
ま
し
た
。

今
回
中
予
側
が
分
水
を
拒

否
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム

）
 

建
設
事
業
が
中
止
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
的

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が、

11
月
16
日
に
高
松
市
で

開
か
れ
た
、
国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監

視
委
員
会
の
審
議
の
結
果
、

中
予
分
水
を
中
止
し
、
肱
川

の
治
水
や
河
川
環
境
改
善
を

目
的
と
し
て
計
画
を
再
び
見

直
す
こ
と
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム

建
設
事
業
の
継
続
方
針
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
山
鳥
坂
ダ

ム
事
業
は
、
中
予
分
水
を
中

止
し
た
上
で
、
肱
川
の
治
水

対
策
•
河
川
環
境
整
備
の
た

め
に
計
画
が
再
び
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省

で
は
計
画
見
直
し
案
を
基
本

と
し
た
計
画
の
再
構
築
が
現

在
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
年

の
4
月
に
は
そ
の
具
体
的
な

内
容
が
流
域
対
策
協
議
会
に

召

終
決
定
は
今
年
の

7
月
下
旬
に

提
示
さ
れ
、
本
格
的
な
協
議

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
肱
川
流
域
の
合

意
形
成
を
図
っ
た
う
え
で
、

今
年

7
月
に
再
度
開
か
れ
る

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
の
事
業
評
価
監
視
委
員
会

の
審
議
を
経
て
、
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
の
最

終
結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
、
中
予
分
水
中
止

と
い
う
予
期
し
な
い
事
態
に

よ
り
、
当
初
の
ダ
ム
事
業
の

目
的
で
あ
っ
た
多
目
的
ダ
ム

か
ら
治
水
を
目
的
と
し
た
ダ

ム
建
設
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造

や
ダ
ム
管
理
の
一
元
化
・
下

流
域
の
堤
防
整
備
な
ど
を
含

め
た
、
肱
川
の
治
水
•
河
川

環
境
対
策
に
つ
い
て
の
本
格

的
な
検
討
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

中予地域が示した「見直し案」への懸念事項

① 余力として示された毎秒1.35トンの分水では、中予地区

の将来の都市発展に不可欠な水の安定供給に不安が残る。

② 山鳥坂ダム（建設分水）対策協議会が見直し案の分水問

題を先送りされており、分水が受けられるかどうかの判断

ができない。

③ 鹿野川ダムの一体化で総事業費が増加し、中予側の負担

も増えた。水利権を持たない鹿野川ダムについても、将来

に負担を強いられる可能性がある。

④ 見直し案で示された事業費と負担額だけを考えても、中

予広域水道企業団が各自治体に水を卸す給水原価が現計画

の220円から270円程度アップする見込みであり、水道料金

への影響が心配される。

⑤ 国土交通省の検討委員会で分水の取水施設が再検討され

ることとなっており、変更内容によっては分水事業費にも

大きく影響することが心配される。

⑥ 肱川漁業協同組合がダム建設・中予分水事業に反対を表

明しているので、計画に支障をきたす可能性があり、これ

が事業費にも影響を及ぼす心配がある。
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ダム見直し案提示から事業継続に至るまでの流れ

｛肱川町の対応J

・ 6/11-12 町長・正副議長・

ダム対策特別委員長が流域

自治体を訪問し、ダム建設

事業に対する協力を要請

↓ 

・ 6/28 ダム計画見直し案説

明会（岩谷地区）

暴

・ 7 /2 ダム計画見直し案説

明会（全町対象）

暴

・ 7 /26 ダム計画見直し案に

ついて検討

↓ 

・ 8/6 ダム計画見直し案に

ついて検討

↓ 

・ 10/22 ダム事業についての

対応を協議

↓ 

・ 11/30 ダム事業継続につい

ての説明会（岩谷地区）

｛肱川流域の動き】

・ 5/17 ダム計画見直し案が

国土交通省から提示

↓ 

・ 8/9 流域市町村で組織す

る山鳥坂ダム（建設分水）

対策協議会総会で 「見直し

案」を評価

↓ 、

・中予側の動向（見直し案の

事実上の受け入れ拒否）を

受け、肱川流域としての対

応を検討

↓ 

．肱川の治水対策•河川環境

の対策などのためには、見

直し案による課題解消方策

が必要との立場から中予地

区への分水を除く見直し案

（山鳥坂ダム建設、鹿野川ダ

ムの改造、堤防整備など）

推進が必嬰であることを協

議会理事会で確認

暴

•愛媛県•愛媛県議会及び国

土交通省四国地方整備局に

対して、分水を除く見直し

案の推進を要望

国土交通省四国地方整備局

【中予地区の動き］

・ 5/17 ダム計画見直し案が

国土交通省から提示

易

・ 8/27 ダム計画見直し案に

係る事業費等が国土交通省

から提示

↓ 

・山鳥坂ダム建設推進協議会

(3市5町の組織）は、見直し

案に対する懸念事項6項目を

まとめ、その全てが解消さ

れない限り事業推進は困難

であると表明

↓ 

・6項目の懸念事項に対する国

土交通省からの回答を受け、

懸念は解消されておらず

「現時点で見直し案に基づく

事業を推進することは困難」

として事実上、見直し案の

受け人れを拒否

易

・ 11/1 国土交通省四国地方

整備局に対し、見直し案受

け入れ拒否を回答

事業評価監視委員会の審議結果 (H13. 11. 16) 

● 山鳥坂ダム事業を 「計画再構築を前提に事業継続」とする事業者の評価は「妥当」で

ある。

● ただし、中予地区の新規用水の水源としての利水事業は除外した上で、見直し案の考

え方を基本として、肱川流域の治水•河川環境などの課題解消のため、計画を再構築し

て、肱川流域の合意形成を図ること。

● また、平成15年度の概算要求の前に再審議を行うこと。

31広報ひじかわ 22?号
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肱川町では、平成9年から観光情報を中心にホーム

ページを開設していますが、地域インターネット導入

促進事業によリ 、2月1日から新たに行政情報などを

追加し、アドレスも変更しました。

このことにより身近な情報を入手したリ電子メー

ルでご質閤やご意見が送信できます。

なお、一GSの情報は携帯電話の iモードからもご覧

になれますので、ぜひご利用ください。

閏hat'snew
肱川町公式ホームページを閉設しました！ ，：2［I[I2/•I)2,I(I1)

ヽ

yl̀
 

ー 主な内容 一
，，行政情報
•生活情報

税や保険など、すぐに役立つ情報のページです。くら

しの便利帳のようなもの。

・相談窓口

役場の業務に対するご質周やご相談にお答えするペー

ジです。

，，観光情報
•特集！肱川

投げ網や雲海など夏と秋の風物詩を紹介しています。

・イベント情報

町内のイベントやまつリの日時と場所をお知らせする

ページです。

・伝言板

町民のみなさんの交流の場であり情報交換する掲示

板です。

このような画面が

表示されます。

:5．相談窓 u•5.ヤ

くらしの窓口課（税務）が発信している悟報です！ ！ 

戸 駆
くらしの窓口課（税務）

戸 田速
くらしの窓口課（税務）

戸 甲自勒車税

くらしの窓口課（税務）

戸 い紐m(J)届け出が必専なばき

くらしの窓口課（税務）

戸 函
くらしの窓口課（税務）

戸 ー宕資芹栢

くらしの窓口課（税務）

戸 国民健届保険税

くらしの窓口課（税務）

戸 饂
くらしの窓口課（税務）

戸 税合に開する計明再

くらしの窓口課（税務）

2002.2 I 4 



臓IlIIll呵〇磁ームページ創
緬しく馨闘審し記99

［地域インターネット導入促道事業：

＊新しいホームページアドレス
http : //www.town.hijikawa.ehime.jp 

*iモード対応
http : //www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 

*Eメールアドレス
hijikawa@town.hijikawa.ehime.jp 

住
民
公
開
端
末
が
利
用
で
き
ま
す
！

り

□1
げ
じ
＼
否

,-

小学生や中学生も活用しています。

¥ ilr-』 ,i 
t ,・，j r : '・i 

： ：J 

タッチパネル式なので指で押さえるだけでインター

ネットに接続できます。
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▼ポ｀ 一2年生全員で合唱

記念品のコーヒーカップに親子で絵付け

肱Ill中Z年生

I
 

“
 

べ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
記
念
の
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
親
子
で

思
い
思
い
の
文
字
や
図
柄

の
絵
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

少
年
式
を
迎
え
ら
れ
た

30
人
の
中
学

2
年
生
の
み

な
さ
ん
、
少
年
の
日
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
前
に
は
、

輝
や
か
し
い
未
来
が
待
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
決

意
を
忘
れ
ず
に
苦
し
い
こ

と
も
乗
り
越
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
て
く

だ
さ
い
。

■ワード技術講習会 ■
象）就業を希望する女性

目）ワード （ワープロ能開検定3級）

時） 4月9日（火）～ 5月23日（木）までの間の

19日 （失曜、木曜 、金曜会場の都

合により糾雇に実施する時あリ）

毎回9時15分～15時15分まで

場）愛媛県歴史文化博物館

（東宇和祀宇和町）

（定員） 18名

（受講料）無料 （孝夕材費自己負担）

（受付期間） 3月26日（火）～4月4日（木）

（申込方法）電話又は 、ハガキ （住所、氏名 、年

齢、電話番号を記入）で下記へ申し

込んで下さい。

〒ワ91-8014 松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター (ff089-923-2201) 

（対

（科

（日

（会

ちびっこ探険学校ヨロン島
南の島で友だちをたくさん作ろう！

間）平成14年3月27日（水）～4月3日（水）

ワ泊 8日

（場所）鹿児島膿大島郡与論町

（定 員）日本人小学生400名外国人小学生100名

（申込締切り ）

平成14年3月7日（木）（申込み先着順）

（申込方法）

詳細パンフレットと参加申込書を下記へ請求

して下さい。

財団法人 国際青少年研修協会

〒160-0004

東京都新宿区四谷2-11大村ビル3F

ft 03-3359-8421 

FAX 03-3354-2207 

E-Mail : info@kskk.or.jp 

（期
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課税台帳の縦覧ができます！

みなさんが所有している固定資産について 、

その中身を確認していただくために「課税台帳

の縦覧」という制度があリます。

【期間】平成14年3月1日（金）～20日（水）

【場所】肱川町役場

【時間】8時30分～17時 （土・日曜日を除く）

廃車の手続き忘れていませんか？

原付自転車（ミニバイク等）・ニ輪車 ・軽四翰

車に対しての軽自動車税は、 4月1日現在の所有

者に1年間の税金がかかリます。

動かなくなリ放置している車及び廃車にしよ

うとする車は 、3月末日までに印鑑をご持参の

上 、ナンバープレートの返還などの「廃車手続

き」をしてください。

なお 、車の買い替えなどで下取リに出した峙

は、所有権の移転、まっ消登録ができてない時

があリ、元の所有者に税金がかかリ、トラブル

を生ずることがあリますのでご注意ください。

窓口課税務係 ff34-2311 

0根づけわたほうし 0
ご案内

心のふれあい
コンサート

障害を持つ人達と健常者がともに生きていく

社会を作るために、広く地域に理解を求めてコ

ンサートを開催します。

（とき）

平成14年3月16日（土）

16峙～18時

（ところ）

尤州市市民会館

（内容）

， 
｝ヽ
」~·' 

～みんなのためのみんなのコンサート～

第一郭 ノーマライゼーションをテーマとし

た小中学生からのメッセージ （合唱）

第二郁朗読

精神障害者の体験談及び精神障害

者作詞の朗読

第三菌人権コンサート ～人として～

（主催）

大｝州市喜多郡精神保健ボランティア「あゆみ」

（共催）

大う州市社会福祉協議会

※出演 ・観覧共に無料

生徒募集 愛媛県立松山東高等学校通信制課程
通信制って知っていますか？ 高校卒業の資格を取ろう！！

本校は、県下で唯一の通1言制課程の高等学校です。

所定の単位を修得し必要条件を満たせば、高等学校卒業の資

格が得られ、大学や専門学校などへの進学もできます。

◎入学資格

① 平成14年3月末までに中学校又はこれに準ずる学校を卒業

された方、又は中学校卒業見込みの方

② 中学校卒業と同等以上の学力があると認められる方

③ 高校を中途退学した方

◎出願期間

第1次 i2月13日（水）～3月8H（金）まで
新人学

第2次 3月14日（木）～4月4日（木）まで

編人学 2月13日（水）～3月22日（金）まで

聴講生 4月5日（金）～4月12日（金）まで

ワl広報0じかわ 227号

※ 編入学とは、過去に高校に在

学 し、ある程度の単位を修得し

ている者が、本校へ入学を希望

する場合の入学形態です。

※ 聴講生とは、卒業資格には関

係なく 、自分の好きな科目を学

習できる制度です。

〈お問い合わせ〉

愛媛県立松山東高等学校

通信制課程

ft (089)945-0131（通信制直通）
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痛
風
の
予
防

痛
風
の
犯
人
は
尿
酸

痛
風
は
、

4
0
S
5
0
歳
代
の

男
性
に
多
く
、
血
液
中
の
尿

酸
が
増
え
て
、
放
置
す
る
と

腎
臓
な
ど
に
も
障
害
の
出
る

怖
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、

高
尿
酸
血
症
は
、
薬
で
認
節

で
き
ま
す
。

原
因
は
尿
酸
の
結
晶

尿
酸
と
は
、
人
閻
の
身
体

の
細
胞
の
中
で
栄
養
分
が
使

わ
れ
た
燃
え
カ
ス
で
す
。

尿
酸
は
誰
に
で
も
あ
リ
ま

す
が
、
尿
酸
は
不
要
物
で
す

か
ら
毎
日
、
便
や
尿
に
混
じ

っ
て
身
体
の
外
に
捨
て
ら
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
な
ぜ
か
体
の
中
に

溜
ま
リ
す
ぎ
る
と
、
白
い
結

晶
に
な
っ
て
、
関
節
や
血
管

を
傷
め
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

血
液
中
の
「
尿
酸
」
の
量

を
「
尿
酸
値
」
と
い
い
、
尿

酸
値
が
高
く
な
る
と
「
高
尿

酸
血
症
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
が
や
が
て
「
痛
風
」
の
原

因
に
な
リ
ま
す
。

男
性
で
は
、

7
m
g
/
di
が

要
注
意
で
す
。
た
だ
し
、
尿

酸
値
は
変
動
し
や
す
く
、
検

査
の
前
の
飲
酒
や
運
動
で
も

高
く
な
リ
ま
す
の
で
、
高
い

値
が
出
た
時
は

2
S
3
回、

洞
定
し
て
み
る
必
要
が
あ
リ

ま
す
。

尿
酸
が
ふ
え
る
二
つ
の
原
因

●
過
剰
に
生
産
さ
れ
る
場
合

お
酒
の
飲
み
過
ぎ

・
激
し

い
運
動
を
し
た
時

・
肉
類
、

レ
バ
ー
、
卵
、
貝
類
な
ど
プ

リ
ン
体
を
多
く
含
む
食
べ
物

を
取
リ
過
ぎ
た
時
な
ど
で
す
。

●
尿
酸
の
排
泄
が
う
ま
く
い

か
な
い
場
合

尿
酸
の
大
部
分
は
、
腎
臓

か
ら
尿
に
混
じ
っ
て
排
泄
さ

れ
、

二
部
は
大
便
に
混
じ
っ

て
排
泄
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と

尿
か
ら
の
排
泄
が
う
ま
く
い

か
な
く
な
リ
ま
す
。
肥
満
も

尿
酸
の
排
泄
を
抑
制
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

体
質
的
な
も
の
も
あ
リ
ま
す
。

治
療
の
基
本
は
高
尿
酸
血
症

痛
風
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ

は
そ
の
も
と
に
あ
る
高
尿
酸

血
症
に
よ
っ
て
、
腎
臓
を
は

じ
め
と
す
る
血
管
系
の
障

害
、
閏
節
や
骨
の
破
壊
な
ど
、

全
身
が
侵
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
従
っ
て
、
痛
風
の
治
療

の
本
質
は
、
高
尿
酸
血
症
の

治
療
が
中
心
に
な
リ
ま
す
。

激
し
い
痛
み
が
起
こ
っ
て

い
る
時
は
抗
炎
症
剤
で
痛
み

を
抑
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
＿
峙
し
の
ぎ
で
あ

っ
て
、
こ
れ
で
高
尿
酸
血
症

が
治
る
わ
け
で
は
あ
リ
ま
せ

ん。
痛
風
治
療
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
尿
酸
の
代
謝
を
正
常

に
戻
す
こ
と
で
す
。

そ
の
く
す
リ
の
選
び
方
は

個
人
差
や
治
療
方
針
に
よ
っ

て
医
師
が
決
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
く
す
リ
は
、
痛

み
止
め
と
は
違
い
、
毎
日
飲

み
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ

リ
ま
す
。

医
師
の
指
示
通
リ
に
、
毎

日
飲
み
続
け
て
い
れ
ば
尿
酸

値
は
必
ず
下
が
リ
ま
す
。

し
か
し
、
勝
手
に
叛
用
を

止
め
る
と
、
す
ぐ
尿
酸
値
が

上
が
リ
ま
す
。

痛
風
の
く
す
リ
は
生
涯
の

お
付
き
合
い
と
な
リ
ま
す
。
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嘱託職員募集

職 種

採用予定人員

3 受験資格

(1)昭和26年4月2日から昭和59年4月1日

までに生まれた者。

(2)採用後肱川町内に居住する者。

(3)学歴は固わない。

(4)普適自動車 1種免許

4 試験の日時及び場所

試験の日時、場所については、申込者に

直接連絡して決定します。

試験の方法 面接試験

採用予定日 平成14年4月1El 

7 受験手続等

(1)申込受付期間

平成14年2月21日（木）

～平成14年3月6日（水）

ー 道路整惜員

2
 

2人

5
 
6
 

8
 

(2)申込方法

申込用紙は、「役場創造課」に請求し

てください。

お問い合せ先

役場創造課 （ff34-2311)

災害時における肱川町と
保養センターとの協定

肱川町と伊予肱川簡易保険保養センターと

の間で災害救護を円滑に行うための協定が、

このほど結ばれました。

これは、地震その他の大きな災害が発生し

た場合、町の要請によって、保養センターが

協力をしていただくというものです。

1月30日、肱川町役場で調印式が行われ 、

三宅正司保養センター総支配人と久保田町長

らが署名を行い、協定書が交わされました。

保養センターから受ける主な協力事項は 、

次のとおリです。

〇屋内外における避難場所の提供

0炊き出しを中心とした非常食の提供

〇浴場開放による温泉入浴の提供

-1-l • ：が、 3, ．-．

協定書に調印する久保田町長と三宅総支配人

3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日

ま
で
の
一
週
閻
「
た
し
か
め

て
。
火
を
消
し
て
か
ら
次

の
こ
と
」
を
統
一
標
語
に
、

全
国
一
斉
に
春
の
失
災
予
防

遍
動
を
行
い
ま
す
。

川
上
支
署
に
お
い
て
も
、

こ
の
期
間
中
に
高
齢
者
宅
の

防
失
訪
圏
や
住
宅
防
火
診
断

及
び
防
火
対
象
物
の
立
入
検

査
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

闊砂仄釦

三

『
た
し
か
め
て
。

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て

は
空
気
が
乾
燦
し
風
の
強
い

日
も
多
く
、
山
林
火
災
が
年

間
を
遅
し
て
最
も
多
く
発
生

す
る
季
節
で
す
。

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
山

林
火
災
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
た
き
火
を
行
う
場
合
は
、

風
の
強
い
日
や
情
天
が
続
く

日
を
さ
け
、
た
き
火
を
し
た

後
は
充
分
に
水
や
土
を
か
け

て
後
始
末
を
完
全
に
し
ま
し

ょ
う
。

0
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
、

や
め
ま
し

ょ
う
。

尖
を
消
し
て
か
ら
次
の
こ
と
』

春
の
全
国火

災
予
防
運
動

川上支署

91広報ひじかわ 227号



戦没者等の遺族に対する

特別弔慰金の請求は ．

平成14年 4月 1日
までです！

■対象者戦没者死亡当時の三親等内親族

で、主に次の要件を満たす方に

特別弔慰金が支給されます。

●平成7年4月1日から平成11年

3月31日までの間に公務扶助料

や遺族年金等の受給権者が遺族

内にいなくなった方

■給付内容 額面24万円、6年償還の記名国債

■請求窓口役場健康課

合 34-2340（保健センター）

公庫ローンの返済で
お困りの方へ

住宅金融公庫では、①不況による倒産など

勤務先の事情により返済が困難になり、②収

入倍率（年収／年間総返済額）が 4倍以下で、

③返済条件の変更で今後の返済を継続できる

方について、返済期間を10年間延長するなど

の救済措置があります。お気軽にご相談くだ

さし％ ＿ 

【お問い合わせ】住宅金融公庫四国支店

（fi:087-825-0511) 

産業別最低賃金が改iEされました

平成13年12月25日から
最低賃金額

産業名 1日 1時間

パルプ、紙製造業 5,869円 734円

一般機械器具製造業 5,994円 750円

電気機械器具製造業 5,649円 707円

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 6,081円 761円

各種商品小売業 5,326円 666円

◆お問い合わせ

愛媛労働局賃金室 （ff 089-935-5200) 

八幡浜労働基準監督署（合0894-22-1750)

肱川町道の訳清f流の里ひじかわ
定休日変更のお知らせ

平成14年3月1日から年刃中無f休 になリます！

1 博物館情親 (2月～5月） I 

0 展示 「南予地方の闘牛」
期間 2月16日（土）

~5月6日（月） ・（有料）

0 シンポジウム 「南予と闘牛」
日時 3月17日（日）13時30分～ （無料）

0 展示 「西条藩松平家の雛飾り」
期 間 2月19日（火）

~ 4月ワ日（日） （有料）

【お問い合わせ】

愛媛曝歴史文化博物館

ff 0894-62-6222 

i 西予地区イベント情親(3月） I

大和太陽の広場

長浜町 0 と き 3月3日 （日）

0 ところ 大和小学校

ねはん祭り

内子町 0 と き 3月15日（金）

0 ところ 舌向戸E三3寺

観光さくらまつり

大洲市
0 と き 3月28日（木）

~4月25日 （木）

0 ところ 城山公園ほか

宇和の雛まつり

宇和町 0 と き 3月中旬～4月上旬

0 ところ 米博物館

さくら祭り

保内町 0 と き 3月下旬～4月上旬

0 ところ ）1|之石琴平公園
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住民票等、郵送サービスの 平成14年用年賀はがき・年賀切手（くじ付）当せん番号

お知らせ 1 【賞品引換期間】平成14年1月15日（火）～平成14年7月16日（火）

平成14年2月1日から、地域住民の行政 (A・ 8組共通）

サービスの確保と利便の向上を図るため、

肱川町が発行する住民票、戸籍謄本・抄

本等について郵送により請求できること

となりました。

① お近くの郵便局（簡易局を含む）に

備え付けの申請書用紙に必要事項を記

入し、交付手数料相当の定額小為替と

返信用封筒を同封して郵送して下さい。

② 肱川町役場で確認の上、住民票の写

1 

等

2 

等

・液晶テレビ・ノートパソコン
・カーナビゲーシ ョン

6 ・電動補助力付自転車
け 284482 

• 高画素デジタルカメラ ・プリ た 706000 
ンタセット

〈以上5点の中から1点〉

・電子辞書 ・携帯用液晶テレビ
• DVDプレーヤー 下
・デジタルカメラ・高級万年筆

｝ 03555 ・ふるさと小包
（精選100品の中から6個）

〈以上6点の中から1点〉

し等を発行し申請者に郵送します。 ふるさと小包賞 下
3 4 4551 

③ 外務員による取扱いもいたします。
寺,.__,.._ ふるさと小包1個 け 6394 （精選100品の中から1個） た

【お問い合わせ】 4 お年玉切手シート賞 下 43 2 
肱川郵便局 ff 34-2001 等

お年玉切手シート
望

54 
(50円十80円） 58 

靡嶺這羞忍碍量闘雷裏 をしてみませんか！
一日看護体験の参加者を募集しています。「将来看護

婦になりたい」学生さんはもちろん、「ご家族の介護に

役立てたい」方、 「病院のことを知りたい」方など、日

頃看護とは無縁の生活を送っているOL、主婦、男性の

方々もどなたでも参加できます。

ぜひご応募ください。

【申込方法】

往復はがきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、職業（学生

は学校・学年）、電話番号、希望病院名、洋服サイズを書

き4月5日（金）までに下記に申し込んでください。（参加

の決定については、選考のうえ全員に通知します）

＊中学生・高校生は、参加に関しては学校の許可が必要

です。

開催日 施 設 名

5月14日 真網代くじらリハビリテ ーション病院

5月14日 くじら病院

5月15日 市立大洲病院

5月15・ 16日 喜多医師会病院

5月16日 市立八幡浜総合病院

5月17日 加戸病院

11 I広報ひじかわ 227号

募集

【申込先】愛媛県ナースセンター

〒790-0843 松山市道後町2丁目11-14

社団法人愛媛看護協会内

ff 089-924-0848 

FAX 089-996-8425 

住 所 募集人数

八幡浜市真網代甲229-5 6名

八幡浜市五反田1-1046-1 2名

大洲市西大洲甲570 5名

大洲I市徳森2632-3 各 6名

八幡浜市大平1-638 10名

大洲市若宮548 3名
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森
林
は
私
有
財
産
で
あ
っ
て
も
公
益
的

機
能
を
併
せ
持
つ
社
会
的
資
産
で
あ
り
ま

す
。
ま
ず
森
林
所
有
者
等
の
責
務
と
し
て
、

自
助
努
力
に
よ
り
森
林
を
適
正
に
整
備
、

保
全
さ
せ
る
こ
と
が
甚
本
で
あ
り
ま
す

が
、
林
業
生
産
活
動
の
長
期
停
滞
の
中
に

あ
っ
て
、
公
的
資
金
（
補
助
金
）
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
。
森
林
の
恩
恵

を
享
受
す
る
幅
広
い
国
民
（
都
市
住
民
）

の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
社
会
全
体
で

森
林
の
整
備
及
び
保
全
を
支
え
、
そ
の
公

益
的
機
能
の
発
揮
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
国
に
お
い
て
は
、
最
近

の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
『
林
業
基
本
法
』

が
37
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
昨
年

7
月
11

日
に
『
森
林
・
林
業
基
本
法
』
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

0
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

0
林
業
経
営
の
育
成

0
木
材
の
供
給
及
び
利
用
の
確
保

を
柱
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成

14
年
度
か
ら
は
、

民
間
の
森
林
を

3
区
分
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）

し
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
こ
と
の
目
的
に
沿
っ

た
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

林
業
基
本
法
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）

改
正
に
伴
う
森
林
の
区
分
化

3
区
分
化

森
林
組
合
だ
よ
り

（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）

●
ソ
r
ニ
ン
グ
の
趣
旨

森
林
の
区
分
は
、
森
林
に
対
す
る
国
民

の
要
請
の
多
様
化
に
対
応
し
た
き
め
細
か

な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
重
視
す

べ
き
機
能
に
応
じ
た
森
林
整
備
の
方
向
を

わ
か
り
や
す
く
示
し
、
効
率
的
・
効
果
的

な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

①
水
土
保
全
林
約

5
割

・

（
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
防
止
を

重
視
す
る
森
林
）

0
高
齢
級
の
森
林
及
び
広
菓
樹
導
入
を

含
め
た
複
層
林
へ
の
誘
導

も

り

②
森
林
と
人
と
の
共
生
林
約
2
割

（
森
林
生
態
系
の
保
全
、
生
活
環
境
の

保
全
や
森
林
空
間
の
適
切
な
利
用
を

重
視
す
る
森
林
）

0
自
然
環
境
等
の
保
全
及
び
森
林
環
境

教
育
や
健
康
づ
く
り
の
場
の
創
出

③
資
源
の
循
環
利
用
林
約
3
割

（
木
材
等
の
生
産
を
重
視
す
る
森
林
）

〇
効
率
的
・
安
定
的
な
木
材
資
源
の
活

用
〇
施
業
の
集
約
化
・
団
地
化
や
機
械
化

を
通
じ
た
効
率
的
な
森
林
整
備

以
上
が
概
略
で
す
が
、
基
本
は
皆
様
方

の
要
望
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
ま
す
。

優良材生産は直材づくりから！

県森連市況（大洲木市）平成14年 1月26日市

〔径級

杉 桧
長さ

直 直 曲 り曲り

14-16 12,300 6,700 26,000 19,500 

4m 18上2番 16,000 10,000 26,500 23,000 

24上2番 17,000 13,100 27,500 25,000 

14-16 11,300 6,400 25,600 21,000 

3m 18上 13,800 8,900 27,200 24,400 

24上 14,000 10,000 23,100 20,000 

14-16 17,500 14,300 41,700 31,700 
6m 

18上 19,800 16,000 40,900 36,900 

概況 入荷材全般に減少する中、桧枝打ち材
は買い気強し。一般材は、杉桧松共に
保合相場。小径木は強気推移。

椎茸生産はクヌギ林造成から！

乾椎茸市況（松山椎茸市場）平成14年1月21日市

市売総数…… 555ケース 9,170kg 

平均単価…… 2,686円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 3,000-3,800 どんこ大 ...... 

中 厚 2,500-4,400 どんこ中 ...... 

小 厚 2,000~3,800 どんこ小 ...... 

大ウス 3,000-4,300 大バレ 2,000-3,000 

中ウス 3,000-4,800 中バレ 2,400-3,300 

小ウス 1,500~3,900 小バレ 1,500-2,400 

概況 相今晩長品数秋年場、雨が子のは少子初香全のな信市般香くはウ的信、、スに秋は昨保（子や年中合や～秋～～弱晩小子強秋い蕪の保子。不）合中作はで心強を推と受い移ながけしっ、、 出
た。

信

13 I森林組合だより



1
月
13
日
（
日
）
第
54
回

肱
川
町
成
人
式
を
風
の
博
物

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は、

57
名
の
該
当
者
の
内
、

、

41
名
の
新
成
人
が
出
席
し
、

多
く
の
来
賓
者
に
祝
福
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
式
辞
に

続
い
て
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

渡
邊
議
長
さ
ん
か
ら
の
祝

辞
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
成
人
者

を
代
表
し
て
岩
田
耕
司
さ
ん

が
、
「
こ
の
日
を
生
涯
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
成
人
者
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
歩

ん
で
行
き
ま
す
。
」
と
決
意
を

新
た
に
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
テ
レ
ビ
で
お

馴
染
み
の
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
さ

ん
が
「
夢
見
る
勇
気
（
ち
か

--¥_---=コJ一
答辞を述べる新成人

ら
）
」
と
題
し
記
念
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分

の
人
生
で
、
努
力
し
て
い
く

中
で
挫
折
し
た
こ
と
、
テ
レ

ビ
に
出
る
ま
で
の
き
っ
か
け

や
、
人
と
◎
出
会
い
、
番
組

の
裏
話
な
ど
で
、
真
剣
な
話

の
中
に
も
、
巧
み
な
話
術
で

笑
い
に
包
ま
れ
る
場
面
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
成
人
者
に

と
っ
て
共
惑
で
き
る
内
容
も

多
く
、
い
い
思
い
出
に
な
っ

立
派
な
社
会
の
一
員
と
し
て
大
い
に
力
を

編集 • 発行

肱川町公民館

匹 (0893)34 -2307 

選挙管理委員長から新成人に記念品の贈呈

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
食
で
は
、
食
事
に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
も
、

久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
の
再
会
に
話
が
弾
み
、

あ
ち
こ
ち
で
記
念
写
真
や
お
酒
を
酌
み
交
わ
す

な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

近
年
、
成
人
式
で
の
成
人
者
の
行
動
が
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
肱
川
町
の
成

人
者
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
両
親
の
温

か
い
愛
情
に
育

ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
で
立

派
に
成
長
し
て

い
る
と
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

21
世
紀
を
担
っ

て
い
く
新
成
人

の
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま

す。

ちから

記念講演「夢見る勇気」
テレビでおなじみのらくさぶろうさん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

9:  
私
た
ち
の
人
生
に
は
、
楽
し

い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
が
あ
り

ま
す
。私

自
身
も
自
由
に
動
い
て
い

た
手
が
病
気
の
た
め
に
不
自
由

に
な
り
、
当
時
は
谷
底
に
つ
き

落
さ
れ
た
気
が
し
て
毎
日
が
と

て
も
不
安
で
し
た
。
元
気
な
時

は
、
体
が
自
由
に
動
く
の
は
当
り
前
の
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

が
当
り
前
で
は
な
い
事
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
気
付
く
の
が
遅
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
健
康
が
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
く
、

あ
り
が
た
い
も
の
か
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
悪
く
な
っ
た
体
は
、
完
全
に
元

に
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
元
気
に

な
り
た
い
と
、
あ
き
ら
め
な
い
で
目
標
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
来
た
つ
も
り
で
す
。
今

で
は
少
し
ず
つ
で
す
が
手
も
動
く
よ
う
に

な
り
、
あ
き
ら
め
な
い
で
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
安
と
の
戦
い

の
毎
日
で
す
が
、
多
く
の
方
々
の
温
か
い

励
ま
し
や
、
思
い
や
り
を
受
け
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
仕
事
を
す

る
事
が
で
き
、
働
け
る
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
「
人
事
を
尽
し
て
天
命
を
待

つ
」
の
心
境
で
、
今
ま
で
受
け
た
多
く
の

温
情
に
感
謝
し
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
出

来
る
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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夢

クノ
K
景

ヵゞな
ー
フ
（

豆冨

北
海
道
に
来
て
早
く
も

6
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
北
海
道
に
自
分
の
夢
を
掴

む
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ

る。
我
家
で
は
酪
農
を
経
営
し
て

お
り
、
小
さ
い
時
か
ら
手
伝
い

を
し
て
き
た
。
生
き
物
相
手
の

仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
休
み
は

な
く
朝
昼
晩
と
、
い
つ
も
働
い

て
い
る
親
の
姿
も
見
て
き
た
。

そ
ん
な
酪
農
と
い
う
職
業
を
継

ご
う
と
い
う
気
な
ど
な
く
、
中

学
2
年
生
に
な
っ
た
時
に
決
断

す
る
日
が
き
た
。
そ
れ
は
、
北

海
道
の
高
校
へ
の
進
学
で
あ

る
。
そ
の
高
校
は
、
酪
農
経
営

に
つ
い
て
学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ

り
、
将
来
酪
農
後
継
者
に
な
る

者
が
進
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

当
時
、
北
海
道
に
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
気
だ
け
で
、
そ
の
高

校
に
進
学
を
決
め
た
。
そ
の
高

校
で
は
、
本
格
的
に
酪
農
と
い

う
も
の
を
学
ん
だ
。
友
達
の
酪 富

きょうからはお酒もビールも…

農
経
営
の
話
な
ど
を
聞
い
て
い

る
う
ち
に
、
酪
農
と
い
う
も
の

に
ど
ん
ど
ん
魅
か
れ
て
い
っ

た
。
酪
農
に
つ
い
て
勉
強
す
る

こ
と
が
面
白
く
な
り
、
も
っ
と

知
り
た
く
て
大
学
進
学
を
決
め

た
。
酪
農
は
奥
が
深
く
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
だ
か
ら
も
っ
と
勉
強

し
、
酪
農
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
な
っ
て
生
ま
れ
育
っ
た
肱
川

町
に
帰
り
、
酪
農
を
営
ん
で
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が

両
親
へ
の
恩
返
し
で
も
あ
り
、

自
分
の
進
む
べ
き
道
だ
と
思
っ

て
い
る
。

II

牛
を
愛
す
る
者
、

す
！
II

酪
農
を
制

み美
irg

和
克

の
野
ほ

江
官

先
日
、
風
の
博
物
館
に
お
い

て
、
私
た
ち
の
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
成
人
式
」
と
い

S
家
庭
教
育
学
級

S

お
は
な
し
大
す
き

........................................................................ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で

け
ん
か
し
て

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で

仲
な
お
リ

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で

お
じ
ぎ
し
て

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で

氾
か
さ
れ
た

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
は

そ
れ
ぞ
れ
に

ひ
と
つ
の
心
を
持
っ
て
い
る

マ
イ
ペ
ー
ス
で

が
ん
ば
り
た
い

っ
て
も
、
私
に
は
実
感
が
あ
ま

り
な
く
て
、
成
人
式
へ
の
参
加

も
、
な
ん
と
な
く
で
し
た
。
新

成
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
特
に
決
意
や
夢
な
ど
も
今

の
と
こ
ろ
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。

無
理
に
考
え
な
い
で
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

「
大
人
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
」

と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
高
校

生
に
な
る
時
も
、
就
職
を
す
る

時
も
同
じ
よ
う
な
事
を
言
う
人

．
 

人
間
の
生
の
声
を
う
れ
し
い

こ
と
ば
の
シ
ャ
ワ
ー
と
し
て
感

よ
く

じ
る
幸
せ
。
「
こ
え
浴
」
を
提

唱
し
て
い
る
片
山
真
智
子
さ
ん

に
、
お
話
会
を
開
い
て
い
た
だ

い
た
。
指
人
形
の
く
ま
さ
ん
が
、

伸
ば
し
た
腕
の
一
本
道
を
逹
っ

て
お
出
か
け
す
る
話
に
目
を
輝

か
せ
る
園
児
達
。
「
か
っ
ぱ
、

ら
っ
た
。
」
と
、
言
葉
遊
び
の

詩
を
リ
ズ
ム
よ
く
咀
和
す
る
）

学
生
。
子
グ
マ
を
包
み
込
む
笑

顔
で
添
い
寝
す
る
母
グ
マ
の
紙

芝
居
。
保
護
者
の
心
に
優
し
さ

が
湧
き
上
が
る
。
親
と
子
の
湿

か
い
通
い
路
が
繋
が
っ
た
よ
う

な
至
福
の
特
間
だ
っ
た
。

子
ど
も
に
話
し
か
け
る
こ
と

ば
が
い
つ
の
胴
に
か
指
示
命

は
い
た
の
で
、
ま
た
言
わ
れ
て

も
、
『
当
た
り
前
の
事
だ
。
』
と
、

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
に
か
く
私
は
、
こ
れ
か
ら

も
私
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
自
分

で
一
生
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て

し
た
事
で
も
、
他
の
人
に
と
っ

て
は
当
た
り
前
に
で
き
る
事
だ

っ
た
、
な
ん
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
す
が
、
大
切
な
の
は
、
「
私

が
が
ん
ば
っ
た
こ
と
」
だ
と
思

っ
て
。

令
に
な
っ
て
し
ま
う
日
常
。
賑

~．
 

リ
に
つ
く
ひ
と
と
き
に
、
本
の

~．
 

読
み
間
か
せ
を
し
て
は
ど
う
だ

~
．
 

ろ
う
。
慣
れ
親
し
ん
だ
父
の
声
、

~．
 

母
の
声
が
物
琵
の
世
界
へ
誘
う

"

や
す
ら
ぎ
。
今
し
か
渡
せ
な
い

~．
 

●
 

大
切
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
だ

"

ろ
う
。
（
正
山
小
学
校
）

~．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
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公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

身
障
者
川
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た

体
の
不
自
由
な
人
の
外
出
や
移
動
は
多
く
の
不
便
を
生

じ
て
い
ま
す
が
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
改
善
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
肱
川
町
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
「
ま
ち
づ
く
リ
」
を
目
指
し
て
、
肱
川
町
役
場
と
公
民

館
の
間
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
、
ま
た
公
民
館

2
階
に
身
障

者
用
の
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
車
イ
ス
で
、
役
場
の

議
場
や
公
民
館
の
集

会
室
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
集
団
指
導
室
等

ヘ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

I||II1•L皿臀il幽蜘I皿磁譴遍

文
化
協
会
で
は
、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
文
化
芸
能
発
表
会
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
会
員
た
ち
が
一

同
に
集
ま
リ
、
日
頃
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
多
く
の
方
が
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。

エレベーター使用開始
（平成14年1月23日）

◇
日
時

平
成

14
年

3
月
17
日
⑭

9
時

30
分
よ
リ

◇
場
所

風
の
博
物
館

◇
内
容

大
正
琴

・
三
味
線

・
和
太
鼓

・
舞
踊

・

吟
詠

・
民
謡

・
カ
ラ
オ
ケ
そ
の
他

＊
記
念
行
事
と
し
て
「
富
く
じ
」
の
抽
選

会
が
あ
リ
ま
す
。

◇
お
問
合
わ
せ
先

3
4
2
3
0
ヮ＇

肱川風陣太鼓の皆さん

（昨年の文化芸能発表会）

野
烏
観
察

1
月

21
日
の
午
後
か
ら
、

あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
天
気

で
し
た
が
、

3
、

4
年
生
25

名
で
野
鳥
観
察
を
鹿
野
川
ダ

ム
湖
周
辺
で
行
い
ま
し
た
。

中
野
小
学
校
緑
の
少
年
隊

（
児
童
の
感
想
の
一
部
）

3
年

冨
永

敦

子

雨
が
ふ
っ
た
の
に
、
お
し
ど

リ
や
い
ろ
ん
な
鳥
が
い
っ
ぱ
い

見
ら
れ
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
に
見
た
と
き
は
び

っ
く
リ
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
に

鳥
を
見
た
の
は
、
は
じ
め
て
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

そ
う
が
ん
き
ょ
う
で
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
鳥
を

い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

4
年

上

田

希

望

か
も
や
川
う
に
会
え
て
、
と

て
も
感
げ
き
し
ま
し
た
。
私
は
、

「
鳥
は
い
ろ
ん
な
特
ち
ょ
う
を
も

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

大
谷
小
学
校
の
人
権
・
同
和
教
育
の
取
組
み

大
谷
小
学
校
で
は
、
学
校
の
赦
育
活
動
全
体
を
通
し

て
同
和
周
題
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
や
仲
間
づ
く
リ
に
努
め
て
い
る
。

10
月
に
は
、
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
目
標
に
沿

っ
た
内
容
で
、
保
護
者
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
人
権

・

同
和
敦
育
に
つ
い
て
考
え
る
人
権
参
観
日
を
行
っ
た
。

低
学
年
で
は
、
愛
媛
県
同
和
教
育
協
議
会
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
る
「
き
ょ
う
だ
い
」
と
い
う
資
料
の
中
か
ら
、

「
た
か
し
く
ん
の
黄
色
い
ズ
ボ
ン
」
と
い
う
教
材
で
授

業
を
見
て
も
ら
っ
た
。

か
ら
か
わ
れ
て
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
友
達
を

中
心
に
自
分
の
気
持
ち
や
自
分
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う

か
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

か
ら
か
っ
て
い
る
子
、そ
れ
を
見
て
笑
っ
て
い
る
子
、

自
分
に
は
関
係
な
い
と
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
子
、
と

っ
て
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
見
つ
け
た
川
う
は
ま
っ
黒

で
、
ま
が
も
は
顔
が
緑
色
、
ど

れ
も
特
ち
ょ
う
が
あ
リ
ま
し
た
。

か
の
川
湖
で
は
、
鳥
が
5
,
4
0

0
羽
も
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

に
は
、
び
っ

く
リ
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
野
鳥
を
観
察
し
て

い
き
た
い
で
す
。

め
よ
う
と
思
っ
て
も
そ
れ
を
行
動
に
移
せ
な
い
子
。
そ

れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
、
な
ぜ
そ
う

し
た
の
だ
ろ
う
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
と
話
を

進
め
て
い
っ
た
。

お
か
し
い
と
思
っ
て
も
す
ぐ
に
は
行
動
に
移
せ
な
い

心
の
弱
さ
や
、
仕
返
し
を
恐
れ
る
気
持
ち
、
そ
し
て
、

自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
す
る
傍
観
者
的
態
度
も
、
相

手
の
心
を
考
え
な
い
行
動
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ

た
。
勇
気
を
持
っ
て
、
「や
め
ろ
。」
と
さ
け
ん
だ
主
人

公
と
同
じ
よ
う
に
、
不
合
理
な
行
動
を
許
せ
な
い
と
感

じ
て
い
る
仲
間
が
多
い
こ
と
も
感
じ
取
ら
せ
た
。
主
人

公
の
一
言
で
、
勇
気
を
持
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
子

が
現
れ
て
き
た
こ
と
に
も
気
づ
か
せ
た
。

自
分
の
行
動
を
振
リ
返
リ
、
け
ん
か
を
し
た
峙
の
こ

と
や
自
分
の
考
え
を
言
え
な
か
っ
た
時
の
こ
と
な
ど
を

出
し
合
い
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

や
会
話
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

授
業
後
、
保
護
者
の
話
し
合
い
で
は
、
子
ど
も
の
縦

の
つ
な
が
り
や
人
間
関
係
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
こ
と
、
子

ど
も
の
良
い
所
を
伸
ば
す
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

いろんな野鳥がいるんだね
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1
月
13
日
巳
肱
川
町
の
成

（
 

人
式
が
風
の
博
物
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
成
人
式

の
様
子
を
見
る
と
、
末
お
そ

ろ
し
い
な
ど
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
も
の

な
ん
で
す
が
、
肱
川
の
成
人

式
は
ど
う
や
ら
無
事
終
わ
っ

た
よ
う
で
安
心
で
す
。

成
人
者
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後

に
青
年
団
か
ら
の
お
願
い
で

す
。

「
皆
さ
ん
、
青
年
団
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
。
」

お
顆
い
し
ま
す
。

青年団だより

AらU A
 

風をおこして～

光

今
回
の
成
人
式
は
吃
和

5
6
.
5
7
年
生
ま
れ
の
人
の
成

人
式
で
し
た
。

来
賓
の
方
や
役
員
の
方
々

の
お
か
げ
で
と
て
も
よ
い
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
久
し
ぶ
リ
に
会
う

友
達
も
た
く
さ
ん
い
て
楽
し

い
1
日
で
し
た
。

沖
野

1
月
13
日
、
成
人
式
が
青

空
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
邑
は
そ
ろ
わ
な
か
っ

た
も
の
の
、
久
し
ぶ
リ
に
見

る
人
ば
か
リ
で
、
と
て
も
、

な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

さ
す
が
に

4
年
ぶ
リ
と
も

な
る
と
変
わ
リ
は
て
た
人
も

多
く
、
お
ど
ろ
い
て
ば
か
リ

の
1
日
で
あ
リ
ま
し
た
。

宮
田

直
美

お
か
げ
さ
ま
で
、
め
で
た

く
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
久
し

ぶ
リ
に
会
う
友
達
も
多
く
、

大
変
盛
リ
上
が
リ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
つ
つ
、
甲
る

く
楽
し
く
自
分
ら
し
い
生
き

方
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
リ

た
い
と
思
い
ま
す
。中

川

恵

第

54
回
肱
川
町
成
人
式

清
美

去
る

1
月
26
日
山
、
内
子

町
お
も
や
に
お
い
て
、
毎
年

恒
例
の
喜
多
郡
青
年
団
新
年

会
が
行
わ
れ
た
。

各
町
村
の
青
年
団
員
合
わ

せ
て
2
0
s
3
0
人
く
ら
い
の
人

数
に
な
リ
ま
し
た
。

ま
た
こ
う
い
う
機
会
を
つ

く
リ
祀
青
年
団
を
も
リ
あ
げ

て
い
こ
う
と
計
画
中
で
す
。

初
め
て
の
参
加
で
、
行
く

ま
で
は
す
ご
く
不
安
で
、
ど

ん
な
人
達
が
来
る
ん
だ
ろ
う

と
、
緊
張
し
て
ま
し
た
。
で

も
、
会
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、

お
も
し
ろ
い
人
も
い
て
、
楽

し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
話
が

で
き
た
の
は
数
人
だ
っ
た
け

ど
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
な

っ
て
思
い
ま
す
。

1
月
26
日
、
祀
の
青
年
団

新
年
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

青
年
団
に
入
っ
て
は
じ
め

て
の
新
年
会
で
、
少
し
緊
張

し
ま
し
た
が
、
他
の
青
年
団

の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
合
後

も
活
動
を
と
お
し
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す

。

徳

本

今
月
の
A
S
U
K
A
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
人

の
仲
間
入
リ
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
お
酒
な
ど
飲

め
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

ね
。
調
子
に
の
っ
て
飲
み

過
ぎ
な
い
よ
う
に
…
。

最
後
に
、
成
人
者
の
皆

さ
ん
青
年
団
に
入
リ
ま
せ

ん
か
？
た
の
し
い
日
々
が

ま
っ
て
い
ま
す
よ
”
~

喜
多
郡
青
年
団
新
年
会
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平成13年度
歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募金額

戸別募金 474,109円

役場職員 20,000 

利 子 他 11,467 

計 505,576 

平成13年度
歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金額

長期療養者

（寝たきり病人等含む）
38人 190,000円

ボーダーライン世帯 10麟 135,000 

義援金配分合計 325,000 

残 金 180,576 

ムロ 計 505,576 

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
お
正
月
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、

12
月
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
別
表
の
と

お
り
の
総
額
と
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
で
「
町
内
の
長
期
療
養
者
、
寝
た
き
り
者
、
低

所
得
者
世
帯
」
へ
、
総
額
32万
5
千
円
を
配
分
し
、
民
生
委

員
さ
ん
を
通
じ
て
「
皆
様
の
ま
ご
こ
ろ
」
を
伝
え
ま
し
た
。

残
金
に
つ
い
て
は
、
県
共
同
募
金
会
に
一
旦
送
金
し
ま
す

が、

14
年
度
に
全
額
交
付
さ
れ
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
多
分
野
に
わ
た
っ
て
使
用
い
た
し
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
こ
の
募
金
は
全
額
配
分
す
る
の
で
は
な
く
、

町
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た

fと
鱈

璽

9
-＝
即

6

戸 別 募 金

部落 金額 部落 金額

小畑井 2,500円 下鹿野川 21,300円

萩野尾 2,000 上鹿野川 30,600 

汗 生 15,500 尿＇ 造 2,500 

道野尾 18,180 見の越 3,000 

上森山 6,500 月野尾 8,500 

八重栗 4,500 下敷水 6,500 

山 槌 11,000 敷 水 10,000 

協 生 14,023 上敷水 4,100 

嘉 城 9,500 下嵯峨谷1 6,600 

.±f: /‘ 呂木 20,100 下嵯峨谷2 1,000 

中居 谷 21,595 上嵯峨谷 6,500 

白 石 10,000 菟 野尾 9,900 

影 地 8,188 橡の木瀬 2,000 

広 常 18,019 柳 12,300 

久 保 19,030 郷 9,000 

大 平 13,050 市之畦 6,615 

大屋敷 8,500 瓜生谷 10,000 

森 5,500 町 9,600 

肱 乎木 7,000 藤 野原 9,000 

大 和 17,000 小 倉 2,500 

中 野 36,604 中 津 10,100 

小 薮 24,205 合 計 474,109 

嵯峨谷上 上嵯峨谷 た゚ ヵあとりゞ せいだてた 祉係福塁関 寄付ごをら 会協議当

社
会
福

竹森 橋高 う→、き 頂に— 祉
← ま き ‘ ご協

幸高 弘志 ざ す に ま 次 芳議
い °活門 しの
ま 誠 た 方 会

様様 しに ゜か 志ヘ

町老連旅行参細してみませんか

〈延暦寺参拝と琵琶湖温泉の旅〉

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
年
1
回
合
同
研
修
旅

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
も
今
回
で

9
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
、

4
月
24
日
i
2
5
日
に
滋
賀
県
方
面
へ
の
旅
を
企
画
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
参
拝
、
琵
琶
湖
温
泉
で
の

宿
泊
、

2
日
目
は
、
鮎
家
の
郷
（
び
わ
湖
の
創
作
料
理
製
造

直
売
）
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
甲
賀
流
忍
者
屋
敷
の
見
学
、

信
楽
焼
「
た
ぬ
き
村
」
で
の
昼
食
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
同
士
の
旅
で
す
か
ら
、
顔
見
知
り
の

方
が
多
く
参
加
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
又
、
休
け
い
も
多
く

と
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
楽
し
い
旅
に
し
た

い
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
又
は
老
連

事
務
局
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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邸忌＠初レンジ-
保健 衛 生 保健センター ff34-2340 3月の当直医

種祠 日（躍） ,1了- 事

成 6 （水）リハビリ教室

人
ワ （木）介護者教室

保

健 8直）元気印教室

母
13（水）竹の子クッキング

子
22 (i) 種 混 Cヽこl

保

健 2ワ（水）乳 児 健 診

精 20（水）そ よ風の会
神

燃やせないごみ

【収集日】 3月 15日（金）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】

小姻井萩野尾汗生

肱栄小薮大和

中野鹿野川大谷地区

古紙収集日

3月20日（水）

＊朝 7時までに

指定の場所へ

犬の引取日

3月5日（失）・ 19日（失）

＊朝 9時までに役場へ連れ

てきてください。

19 I広報ひじかわ 227号

場 ・所 時 間
日（曜） 病院名 電話番号

3 （日）田渡クリニック 25-3217 

保健センター 13:00~ 16:00 末
10 (El) 

光 眠 科 24-1500 

清 水 医 院 52-2883 

肱川町公民館 10:00,..__, 14:00 
1ワ（日）平 田 医 院 24-1200 

肱川町公民館 10:00,.._, 14:00 21（木）い んなみ眠科 24-0700 
般

24（日）西原耳鼻科医院 23-3366 

肱川町公民館 9:30,..___,13:00 
31（日）かわばた産婦人科医院 23-1103 

保健センター 13:30~ 14:00 月・失 市立大洲病院 24-2151 

救
水 加 戸 病 院 24-5101 

保健センター 13:00-------13:30 
急 木 大 洲I記念病院 25-2022 

保健センター 9:30~11:00 金～日 大洲I中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので

あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

1 （金）大洲'|高校肱川分校卒業式

4 （月）市町村合併地域懇談会

（予子林）

5 （失）市町村合併地域懇談会

（岩谷）

6 （水）市町村合併地域懇談会

（正山）

8 （金）市町村合併地域懇談会

（中央）

11 （月） 町議会3月定例会

(~13日）

16（土）肱）1|中学校卒業式

20（水）定例邪落長会

24（日）鹿野川しゃくなげまつリ

開会式

歌麿館オープン式典

25（月）各小学校卒業式 （修業式）

28（木）税金等出張受入れ

行政相談

【日時】

3月5日（失）

午後 1時30分～4時30分
【場所】公 民 館 青 年 室

【相談昌】福田 保

心配 ごと 相談

3月5日（失）

【相談員】山本節子

3月20日（水）

【相 談 昌 】 角 田 和 三 ・冨永武治

［特間】午後 1特30分～4特30分
【場所】公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大う州商工会議所

3月5日（火）・19（火）

内子町商工会

3月6日（水）・ 20（水）

12/24 

1/3 

1/7 

1 /19 

慶弔

おすこやかに
きよと

三瀬聖人ち ゃん（白石）
としき

福嶋俊樹ち ゃん（道野尾）
なな

橋本 菜々ち ゃん （柳）
しゅんが

宮川竣雅ちゃん（柳）

やすらかに

亀岡義久さん (50歳 ・中 野）

曽根亀義さん (75歳・中 野）

森木義秋さん (77歳 ・敷 水）

竹森 公平さん（81歳・上嵯峨谷）



(J 

本願寺の星祭り ■
2月3日、節分の日に岩谷地区の本

願寺で星祭リと岬ばれる厄落としが

行われました。この行事は今から50
年前、副住職の誕生を記念して始ま

ったもので、今年までの50年間一度

も欠かさず行われています。

この日も住職と副住職によリお経

が読まれ御詠歌が歌われる中、護摩

がたかれ、ほら貝の音が大きく響き

渡リました。その後、水を散らし、

背中を押され、大般若の風を受ける

などして約ワ0人の信者が、家内安全

や交遅安全などを祈願して厄払いを

受けました。

ま
ち
の
酷
一
詞

l

ぇ

● マガモの餌づけを試みて ●
和氣一男さん•トモコさん （下敷水）方では、

家の前の川で飼っている2羽のアイガモにえさ

をやっているうち、多いときは野性のマガモ

が16羽もやって来るようになリました。トモ

コさんが「ガァーコちゃん」と呼びかけながらえ

さを置くとまもなくマガモが寄って来て、あっという間

にえさを食べてしまうそうです。

えさを食べ始める

*’ 

警戒しながらえさに近づき

ニ苺ぷ竺 ―零>コ 速江函幽~;:苧

和氣トモコさんがえさを置くと

↓ 

マガモが少しずつ寄ってきて

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
創
造
課

6
3
4
|
2
3
1
1
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．
 
．
 
．
 

•

今
日
何
も
彼
も
な
に
も
か
も
春
ら
し
く

．
 

．
 

稲

畑

汀

子

．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

"

少
年
式
を
迎
え
た
中
学
2
年

．
 

＂
生
と
成
人
式
を
迎
え
た

20
歳
の

．
 

"
新
成
人
の
回
り
に
は
、
そ
こ
だ

．
 

~
け
春
が
来
た
よ
う
な
明
る
さ
が

~
あ
り
、
こ
っ
ち
ま
で
春
ら
し
い

．
 

"
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

．
 

~

そ
ん
な
折
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー

~
ス
に
直
面
し
ま
し
た

。

マ
ガ
モ

．
 

~
の
取
材
を
し
た
翌
日
、
和
氣
さ

~
ん
夫
妻
が
家
族
の
よ
う
に
接
し

~
て
い
た
十
数
羽
の
マ
ガ
モ
の
う

~
ち
の
2

羽
が
、
心
な
い
猟
師
に

＂
撃
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

．
 
．
 

＂
仲
間
の
マ
ガ
モ
は
も
う
二
度
と、

~
安
心
し
て
泳
い
で
い
た
あ
の
水

~
辺
に
は
戻
っ
て
来
な
い
と
予
想

．
 

＂
さ
れ
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

編

集

後

記

今
月
の
板
書

2002.2 I 20 


